
ロウ トク

銃

』

(
七
九
)
な

ど
多
数

が
あ

る
。
　

　
　

　

　

　

(中
島
久
美
子
)

　

任

大

霖

鴛

リ
ン

一
九
二
九

～

中

国

の
児
童

文
学

作
家

。

浙

江
省

に
生
ま

れ

る
。
杭

州
師

範
学

校
在

学
中

、

「
小
朋
友
」
に

　

　

ホ
チ
ェ
ンポ
　
チ
ュィ

投

稿

、

陳

伯

吹

に
激

励
さ

れ
児

童
文

学
を

志
す

。

一
九
五

三

年

、
上

海
少
年

児
童

出
版

社

に
入

り
、

以
後

、

一
貫

し

て
児

童

文

学

に
携
わ

る
。
最

初

の
作

品
集

『紅

泥
嶺

物
語

』
(
一
九
五

こ

　

ネ
シ
ェ
ピ
ン
シ
ン

は
、

謝
冰

心

の

『小

さ
き
友

へ
』
を
ま

ね
、

手
紙

の
形
式

で
書

か
れ

た
。
ま

た
、
代

表
作

『
こ

お
ろ

ぎ
』
(
七
九
)
で
、
第

二
次

少

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
ゆ
き
ど
け
の
こ
ろ

年

児
童

文
芸

創
作

の

一
等

賞
を

、

『
氷
雪

消

融
時
節

』
で
八

六
年

児
童
文

学
園

丁
賞
を

受
賞

し

た
。

そ

の
ほ

か
、
評
論

も
あ

り
、

幅

広
く

活

躍
し

て

い
る
。
　
　

　
　

　

　
　

　

　

(中
島
久
美
子
)

　

レ

ン
ト

　
ブ

レ
ア

じd
ご
貯

い
Φ
三

一
九
三
〇
～
　
ア

メ
リ

カ

の
絵
本

作
家
。

ボ

ス
ト

ン
美
術

館

ス
ク
ー

ル
卒
後

、
タ
ブ

ロ
ー

画

家

と
し

て
個
展
を

開
く

ま

で

に
な

っ
た

が
、
幼

時
か
ら

の
夢

を

捨

て
切

れ
ず
、
絵

本
作
家

へ
転
向

。

『
寒

Q
ミ
黛
竃

な

み
』
(
一

九
六
四
)
で

一
九
六

五
年
度

、
コ
ー

ル
デ

コ

ッ
ト
次

点
賞
を
受

賞

し
た
。

そ

の
後
、

創
作
上

の
悩

み
に
落

ち

た
が
、

日
本

民
話
を

題

材

に
し

た

『
寒

鳴

寒

§
塁

ト
ミ
む

ミ
§

§
§

お
か

し
な
お

ば
さ

ん
』

(七
三
)
で

ス
ラ

ン
プ

を
脱

し

た

ば

か
り

か
、
同
書

に

よ

っ
て

七

三
年

度

コ
ー

ル

デ

コ

ッ
ト
賞

を

受
賞

す

る

に

至

っ

た
。
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

(金
平
聖
之
助
)

　

任

徳

耀

馳

ャ
オ

一
九

一
八
～

中
国

の
児
童

演

劇

の
作

家

、

演
出
家

。
中

国
革
命

の
功
労

者

で
、
晩

年

は
国
家

名
誉
・王

　

　
　
　

　

ス
ン
チ
ン
リ
ン

席

も

務

め

た

宋
慶

齢

(
一
八
九
三

～

一
九

八

一
)
が
上

海

で
創

設

し
た

福
祉

団
体

「中

国
福

利
会

」

の
文
化

事
業

と
し

て
、

一
九

四

七
年

に
設

立
さ

れ
た

児
童
劇

団

「
中
国

福
利
会

児
童

芸
術

劇

院
」

の
創

設

期
か

ら

の
指
導

者
。

数
多
く

の
作

品
を
書

き
、

演

出

か
ら
舞

台
美

術

ま

で
担
当

し

て
活
躍

し
た
。
『
友
情

』
、
『少

年

　
　

　
　
　

　
　

　
　
よ
い
こ
の
う
た
　

ソ
　
ケ
リ
レ
イ
と
こ
ど
も
た
ち

サ

ッ
カ

ー
チ

ー

ム
』

『好

伏
伴

之
歌

』

『宋
慶

齢

和
孩

子
們
』

な

ど
多

く

の
劇
作

品

が
あ

る
。

現
在

は
同
劇

院

の
名
誉
院

長

で
、

八

二
年

に
結
成

さ

れ
た

「中

国

児
童
演

劇
研
究

会
」

(公
的
性
格

を
も

つ
全

国
組
織
)
の
理

事

長
を

務

め

る
中

国

児

童

演

劇

の
長

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

マ
リ
ラ
ン
ホ
ウ

老
。

我

が
国

で
も

そ

の
代
表

作

『馬

蘭
花

物
語

』

が
劇

団
仲

間

に
よ
り

五
八

年

に
初
演

さ
れ

て
以

来
く

り
返

し
上
演

さ
れ

好
評

を
受

け

て

い
る
。
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

(冨
田
博
之
)

口

　
老

舎

鴇
ー

ラ
オ

シ
ョ

　
朗

読

肪
⇔

声
を

出

し

て

読

む
こ
と

を

一
般

に
音

読

と

い

う
。
語

句

や
文
章

な

ど

の
文
字

言
語
を

声

に
出
し

て
読

む

(音
声

化
)
こ
と

で
、
表

現
内

容

を
相

手

に
伝
え

る
だ
け

で
な
く

、
理
解

を
確

か

に

し
た

り
深

め
た

り
す

る

こ
と
が

で
き
る
。

音
読

の
中
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ロウ トク ウ ン

で
も
、

と
く

に
、

表
現

を
味

わ

っ
た

り
、

表

現
内
容

を
効

果
的

に
相
手

に
伝
え

、
相
手

に
も

よ
く

味

わ
え

る

よ
う

に
読

む

こ
と

を
朗
読

と

い
う
。

現
行

の
学

習
指

導
要

領

で
は
、
音

読
を

第
四

学

年
ま

で

の
理
解
領
域

に
、

朗
読

を

第
五

学
年

以

上

の
表

現
領

域

に
位

置

づ
け
て

い
る
。

な
お
教

師

の
音

読

・
朗
読

は
読

み

の

指
導

の

一
つ
の
方
法

と
し

て
古

く

か
ら
行

わ

れ

て
き
た

が
、
学

年
や
学

習
段

階
に
応

じ
た

生
か

し
方

は
今

後

も
十

分

に
検

討
さ

れ
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

な
お

、
教

師

が
主

と
し

て
昔

話

・
童

話

・
小
説
な

ど
を
児
童

・
生
徒

に
読

ん

で
与

え

る
こ
と

を

「読

み
聞

か
せ
」

と

い
う
。

文

字
抵

抗

が
な

い
の
で
、

内
容

の
面
白

さ
を

味
わ

せ
、
読
書

に

い
ざ
な

う
上

で
効

果

的

で
あ

る
。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

(田
近
洵

一
)

　

朗
読

運
動

君

姿

　

詩
歌

の
朗

詠
、

中

で
も
漢

詩

の
朗

誦

は

長

い
歴
史
を

も

っ
て

い
る
が
、

近
代

文
学

作

品

の
朗
読

が
運
動

と

し
て
展
開

す
る

の
は
昭

和

一
〇
年

代

(
一
九
三
五
～
四
四
)
で
、

欧
米

諸
国

に
遅
れ

て

い
る
。
神

保
格

、
大

西

雅
雄

、
石

黒
魯
平

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

し　
　
　　
　
　　
　

ら

の
国
語
音

声
学
研

究

の
進

展

に

つ
れ

て
、

朗
読

に

お
け
る

鑑

賞
的

機
能

と
表
現
的

機
能

が
解

明

さ
れ

、
国

語
教

育
界

が
関

心

を
抱

く
よ
う

に
な

る
。
学

芸
会

に
朗

読

や
朗

誦

が
登
場

す

る

の

も

そ

の

一
部

の
現
象

で
あ

っ
た
。

一
般

社
会

に
関
心
を

も
た

れ

た

の
は
、
J

O
A

K

(N
H
K
の
前
身
)
が
詩

や
文
学

作

品

の
朗

読

を

放
送
す

る
よ
う

に
な

っ
て
か
ら

で
あ

る
。

戦
時

期

に
は
詩

を

中

心
と
す

る
文
学
作

品

を
山
本

安

英
を

は

じ
め

、
岸

輝
子
、

丸

山
定

夫
、
中
村
伸

郎
、
照
井

櫻

三
ら

の
俳
優

が
、
放
送

に

レ

コ
ー

ド

に
、

演
劇

の
間

に
朗

読
を

行

っ
て
社
会

的
関

心
を
高

め

た
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

徳

川
夢

声
、

宇
野

重
吉

ら

の
朗
読
も

声
価

を
高

め
、

北
原
白

秋

自

作
詩

の
朗

読
も

レ

コ
ー
ド

に
な

っ
て
注

目
さ

れ
た
。

こ

の
動

向

を
活

用
し

た

の
が
大

政
翼

賛
会
文

化
部

の

「
国
民
詩

」

朗
読

　

　
　
　

　
　

　

　

運
動

で
あ

っ
た
。

宮

沢

賢
治

の
名

が

一
般

に
知

ら

れ

て

い
な

か

っ
た

時
期

に
築

地
小

劇
場

で

『
ざ
し
き

ぼ

っ
こ
』

を
山

本
安

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

英

が
朗

読
し

た
。

そ

の
ほ

か
三
好
達

治

の

『
お
ん
た

ま
を

故

山

に
迎

ふ
』
を

村
瀬

幸
子

が
朗

読
し

た

の
は
感
動

を
呼

ん
だ

。

こ

う

し

た
状
況

下

に
、

子
ど
も

の
朗

読
も
盛

ん

に
な
り

、
当

時

の

童

話

・
児
童

詩

の
朗
読

が
教

科
書
教

材

の
朗
読

と
と

も

に
盛

ん

に
な

っ
た
。

松

田
武
夫

、
北

條
静

子

が
全

国
を

巡
講

し

て
教
師

に
朗
読

指
導

を
行

っ
た
。
戦

後

は
戦
時

期

の
反

動
も

あ

っ
て
朗

読
は
放

置
状

態

に
あ

っ
た

が
、
六

〇
年
代

か
ら

朗
読

指
導

が
見

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

直

さ

れ

つ
つ
あ

る
。
フ
ラ

ン

ス
文
学

者
内

藤
濯

の
朗

読
研
究

と
、

岸

田
今

日
子
、

小
池
朝

雄
、

宇

野
重
吉

ら

の
作

品
朗

読

は
、
児

童
文
学

作

品

に
及

ん

で
、

「
耳

で
読

む
」
機

能

が
開
発

さ
れ

つ

つ

あ

る
。
児
童

文
学

活
動

の

一
環
と

し
て
重

要
視

さ
れ

る
だ

ろ
う
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(滑
川
道
夫
)

　

ロ

ジ

ャ
ン

コ

フ

ス

キ

ー
　

フ
ィ
オ

ド

ー

ル

閏
Φ
o
山
自

　
幻
9

冨
口
評
o
<
ω
評
く

一
八

九

一
～

一
九

七
〇

　
ア

メ

リ

カ

の
挿

絵

画

家
。

ロ
シ
ア

に
生
ま

れ
、

モ

ス
ク

ワ
美

術

ア
カ

デ
ミ
ー
卒

。
第

一
次
大

戦

に
出

征
、

ロ
シ
ア
革
命

後

パ
リ

に
出

て
、

石
版

の
絵

本

『b
§

ミ

b口
o
§

ダ

ニ
エ
ル

・
ブ
ー

ン
』

(
一
九
三

一
)
で

デ

ビ

ュ
ー
。

『
ぺ
ー

ル
・
カ

ス
ト
ー

ル
叢
書

』

で
自

然

誌
絵
本

を
出
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ロ タ ー リ

し

、

一
九

四

一
年

渡
米
、

一
〇
〇
冊

近

い
挿
絵
本

を

出
す

。
五

六
年

に
ラ

ン
グ

ス
タ

フ

の

『
ミ

ミ
§

ミ

ー6
0
ミ

§

、
蛙

の
嫁

探

し
』

の
挿

絵

で

コ
ー

ル
デ

コ

ッ
ト

賞
受

賞
。

邦
訳

に

『
川

は

な

が
れ

る
』

『
の
う

さ
ぎ

の
フ

ル
ー

』
な

ど

が
あ

る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(吉
田
新

一
)

　
魯

迅

防
ん
ー

↓

ル
ー

シ

ュ
ン

　

ロ
ゼ

ッ
テ

ィ
　

ク

リ

ス
テ
ィ
ー

ナ

・
G
　

O
ξ

団ω
鉱
蠧

O
°

幻
o
ω
ω
象
鉱

一
八
三
〇
～
九
四
　

イ

ギ
リ

ス

の
女

流
詩

人
。

イ

タ

リ

ア
人

を
両

親

に
、

ロ
ン
ド

ン
に
生
ま

れ
た

。
幼

い
こ
ろ
か

ら

病

弱

で
あ

っ
た

が
、

母
か
ら

語
学

や
文
学

や

福
音
的

信
仰

を
受

け

た
。

兄

の
ダ

ン
テ
は
、
絵

画
や

文
芸

運
動

の
中

心
人
物

で
、

画

家

た
ち

と

ラ

フ
ァ

エ
ル
前

派
を

結
成
。
ク

リ

ス
テ

ィ
ー
ナ

は
、

そ

の
機

関

誌

「
ザ

・
ジ

ャ
ー
ム
」

に
優

れ
た

抒
情
詩

を

発
表

し

て

い
た

が
、
物

語
詩

『
妖
魔

の
市
』
を
含

む

『
O
o
ミ
ミ

ミ
貸
薄
象

§

亀

O
ミ
ミ

ぎ

Q
ミ
の
妖

魔

の
市
、

そ

の
他
』

(
一
八
六

二
)
の
出

版

で
詩
人

と

し
て
知

ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

ヒ

ュ
ー
ズ

の
優

美

な

木
版

画

が
添
え

ら
れ

た
童
謡

集

『
黷
鑓

-の
o
蠹

シ

ン
グ

・

ソ

ン
グ
』
(七
二
)
は
、
繊
細

さ

と
抒
情

性

が
高
く

評
価

さ
れ

、
広

く

愛

読

さ
れ

た
。
散

文

に
は
、

『
ふ
し

ぎ

の
国

の
ア
リ

ス
』
に
よ

く
似

た

フ
ァ

ン
タ

ジ
i
、

『
憩

§
ミ
蠹

卜
簿
§

Q
鴇
携

も

の

い
う

肖
像

画

』
(七
四
)
が
あ

る
。
作

品

は
、
幻
想

詩

、
童

謡
、
宗
教

詩

に
わ

た

っ
て

い
る

が
、
精

神
的

で
技

巧

に
優

れ
、

日
本

で
は
大

正
時

代

に
選

訳
さ

れ
て

い
る
。　

　

　

　

　
　

　

　

(田
中
瑞
枝
)

　

ロ
ー

ソ

ン
　

ロ
バ
ー
ト

ヵ
o
げ
①
答

ピ
餌
乏
ω
8

一
八
九

二
～

一

九
五
七
　

ア

メ
リ

カ

の
児
童

文

学
作

家

、
挿

絵
画

家
。

は
じ

め

は
、
雑
誌

の
挿

絵
、
舞

台
装

置
、
商

業
美

術

の
仕
事

に
携

わ

る
。

エ

ッ
チ

ン
グ

に
長

じ
、

ア

メ
リ

カ

・
エ

ッ
チ

ン
グ
協

会

よ
り

賞

も

受
け

て

い
る
。
本

格

的
な

挿
絵

画
家

と

し
て

の
最
初

の
成

功

　

　
　

　
　
　

　
　
　

作

は
、

マ
ン

ロ
ー

・
リ

ー

フ
作

『
花

の
す

き

な
う

し
』

(
一
九
三

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

六
)
で
あ

る
。

リ

チ

ャ
ー

ド

と

フ

ロ
ー

レ

ン

ス

・
ア

ト

ウ

ォ
ー

タ
ー
夫

妻

の

『
ポ

ッ
パ

ー
さ
ん

の

ペ
ン
ギ

ン
』
(
三
八
)
の
挿
絵

も

担
当
。

エ

ッ
チ

ン
グ

の
影
響

を
受

け

た
輪
郭

の
明
瞭

で
動
的

な

描
線

は
、

写
実
性

と

ユ
ー

モ
ア
を

兼

ね
備

え

て

い
る
。

自
作

の

『
彼

ら
は
力

強
く

善
良

だ

っ
た
』
(四
〇
)
は
、
物

語
、
挿

絵

と
も

ア

メ
リ
カ

形
成

期

の
先

祖

に

つ
い
て
描

い
た
も

の
。

こ

の
作

品

は
、
当

時

の
ア

メ
リ

カ

の
国
家

意

識
高

揚

の
風
潮

と
相

ま

っ
て
、

コ
ー

ル
デ

コ

ッ
ト
賞
を

受

け
る
。

第

二
次

大
戦
中

に
は
、

共
存

共
栄

の
・王
題
を

人
間

と
野
性

の
小
動

物

の
交
流

に
託

し

て
描

い

た

『う

さ
ぎ

が
丘
』
(四
四
)
を
発

表

し
、

ニ

ュ
ー

ベ
リ

ー
賞

を
獲

得
す

る
。　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

(藤
森
か
よ
こ
)

　

ロ
ダ

ー

リ
　

ジ

ャ
ン

ニ

○
凶9。
⇒
巳

幻
0
9

ユ

一
九
二
〇
～
八
〇

イ

タ
リ

ア

の
児

童
文
学

作
家

、

詩
人

。
貧

し

い
パ
ン
屋

の
息

子

と

し
て
生

ま
れ

、
小
学

校

の
教

師
を

し

た

の
ち

、
第

二
次

世

界

大
戦

後
イ

タ

リ
ア
共
産

党

の
児

童
新

聞

「
ピ

オ

ニ
エ
ー

レ
」

の

編
集

を
担

当

し
た
。

と
同

時

に
、

児
童
文

学

の
創
作

に
も

力

を

注

ぎ
、

『
チ
ポ

リ
ー

ノ

の
冒
険

』
(
一
九
五

一
)
の
よ
う

な
社

会

体

制

そ

の
も

の
を

鋭

く

諷
刺

し
、

社
会

改

革

を

求

め

る
作

品

に

ょ

っ
て
、

イ

タ
リ

ア
児
童

文
学

に
新
し

い
波

を
お

こ
し

た
。

し
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ロ ッ ク

か

し
、

六
〇
年

代

に
は

い
る
と
、

作

品
に

若
干

の
変
化

が

見
ら

れ

る
よ
う

に
な

る
。

『
ジ

ッ
プ
く

ん
宇

宙

へ
と

び
だ
す

』
(
六
二
)

は

、
舞

台

が
宇
宙

で
あ

り
、

そ

こ

に

ロ
ダ

ー
リ

独
特

の
諷
刺

が

あ

る

に
し

て
も
、
初

期

に
見
ら

れ
た

現
実

の
問
題

か

ら
は
離

れ

て

い
る
。

『
パ

ジ

ャ
マ
を
き

た
宇

宙
人

』
(
六
二
)
に
も

同
じ

こ
と

が

い
え

る
。
ま
た

『
空

に
う

か

ん
だ
大

き
な

ケ
ー
キ
』
(六
六
)
は
、

舞

台

は
宇
宙

で
は
な

い
け

れ
ど

、
原

水
爆

問
題

と

い
う

大

き
な

課

題

と
取
り

組
ん

で

い
て
、
初

期
と

は
趣

き
を

異

に
す

る
。

そ

う

し

た
中

に
あ

っ
て
、

『も

し
も

し
、

は
な

し
ち

ゅ
う

』
(六
二
〉

は
、

ナ

ン
セ

ン
シ
カ

ル
な

児
童

詩
集

の

一
群

、

例
え

ば

『
謾

ミ

無
き
象
譜

§

G
紺
ご

鳴
ミ

§

ミ
葛

空

と
陸

の
わ

ら

べ
唄
』

(六

〇
)
、

『
自

ト
き
適

爵

ミ
肉
ミ
ミ

ま
ち

が
え

だ
ら

け

の
本
』

(六

四
)
な

ど

と
共

通
す
る
要

素
を

持

っ
て

い
る
。
ま

た
、
エ

ッ
セ
イ

集

『
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー

の
文
法

』
(七
三
)
は
、

ロ
ダ

ー

リ

の
創

作
方

法

を
う

か

が
う
う

え
で
、

見
落

と
す

こ
と

の
で
き
な

い
も

の
で

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(安
藤
美
紀
夫
)

　

ロ

ッ
ク

　
ジ

ョ
ン

}
o
ぎ

い
o
o
犀
Φ

一
六
三
二
～

一
七
〇
四

イ

ギ

リ

ス

の
哲
学

者
。

オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー
ド
大

学

の
ク

ラ
イ

ス

ト
チ

ャ
ー

チ
校

で
哲
学
、

政
治

、
宗

教
を

学

び
、

の
ち
自

然
科

学

、

と
く

に
医
学

の
研
究

を
し

た
。

一
六

九

〇
年

の

『人

間
悟

性

論

』

は
カ

ン
ト

の
批

評
的
経

験
論

に
先

鞭
を

つ
け
、

ベ
ー

コ

ン
の
認
識

論
を

一
歩
進

め
た
も

の
と

い
わ

れ

て

い
る
。

子
育

て

の
方

法
を

あ
ら

ゆ
る
角
度

か
ら

論

じ
た

『教

育

に
関
す

る
考

案

』

(
一
六
九
三
)
は
、
一
八
世
紀

の
児

童
文
学

作
家

、
児
童

書

の
出

版

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

者

に
多

大

な
影
響

を
及

ぼ

し
た
。

ニ

ュ
ー

ベ
リ

ー
が
子

ど
も

の

本

の
モ

ッ
ト
ー

に
掲

げ
た

〈
凶コ
ω
什『
口
O
け帥O
づ
9
づ
α
餌
b
ρ=
ω
Φ
ヨ
Φ
5
け
〉

(お
も
し

ろ
く

て
た
め

に
な

る
)
の
出

典

で

も

あ

っ
た
。

ロ
ッ
ク

は
、

子
ど

も
を

甘
や

か
さ
ず

質
実

に
育

て
、

幼
少

か
ら

自
己

訓

練

を

し

て
、
自

発
的

に
身

体
を
動

か
す

こ
と
を
覚

え
さ

せ
、

親

が
子

ど
も

の
手
本

に
な
る

よ
う

に
と

語

っ
て

い
る
。
ま

た
、

勉

強
は

遊

び
を
通

じ

て
楽

し
く

や

る

の
が
最
も

自
然

な

や
り
方

で

あ

る

と

い

っ
た

り
、
物

語

と
し

て
、
挿

絵

入
り

の

『イ

ソ

ッ
プ

物
語

』
と

『狐

物
語

』
を

推
薦

し
た

り
し

て

い
る
。
(三
宅
興
子
)

　

ロ
バ
リ

ッ

チ

ャ
ー

ル
ズ

O
ゴ
9。
二
Φ
ω

○
Φ
o
「
σq
Φ

U
o
二
ひq
ご
ω

菊
o
ぴ
Φ
詳
ω

一
八
六
〇
～

一
九
四

ニ
　

カ
ナ
ダ

の
詩

人
、
作
家

。
「
カ

ナ
ダ

文
学

の
父

」
と

も
称

さ
れ

、
小

説
、
詩

を
含

む

七
〇
余

冊

　

　
　

　
　
　

　

　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　

の
作

品

が
あ

る
。

シ
ー
ト

ン
と
並

ぶ
写

実
的

動
物

物
語

の
作

家

と
し

て
有

名
。

そ

の
作

風

は

シ
ー
ト

ン
よ

り
純
文

学

に
近
く

、

エ
サ
を
め

ぐ
り

複
数

の
動

物

が
衝
突

し
た
時

に
繰

り
広

げ
ら

れ

る
闘

い
、

弱
肉

強
食

の
悲

劇
的

な
野

生
動
物

の
生

の
実

相
を

描

い
て

い
る
。
代

表
作

に
、

短
編
集

『
§

馬

き

§
駄
ミ
職

亀

ミ
鴨

ミ
刷ミ

野

性

の
仲

間
』

(
一
九
〇
二
)
や
赤

狐

の
生
涯

を

描

い
た

『
肉
ミ

凄

逡

赤
狐

』

(
〇
五
)
が
あ

る
。　

　

　

　

(桂

宥
子
)

　

ロ
ビ

ン
ソ

ン
兄
弟

和
拶

彬

　

幻
o
ぴ
ぎ
ω
o
コ
目
ゴ
o
ヨ
鋤
ω
=
Φ
簿
ゴ

(
一
八
六
五
?
・～

一
九
五
〇
)
・
O
げ
9。
ユ
①
ω
(
一
八
七
〇

～

一
九
三
七
)
・

<
§
≡
罍
B

=
Φ
讐
ゴ
(
一
八
七
二
～

一
九
四
四
)
「
ロ
ビ

ン
ソ

ン
の
三

銃
十

」
の
愛

称

で
親

し
ま

れ
た
イ

ギ

リ

ス
の
挿
絵

画
家

三
兄

弟
。

祖
父

、
父

、
叔

父

が
優

れ

た
木

版

の
彫
り

師

で
挿

絵
画

家
。

三
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ロフ テ イ ン ク

　

　
　

　

兄

弟

で
ア

ン
デ

ル
セ

ン
の
挿

絵

本

(
一
八
九
九
)
を
共

作

し
た

ほ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ホ

か

は
別

々
に
活

動
。

と
く

に

ス
テ

ィ
ー

ヴ

ン
ス

ン
の
童

謡
集

を

デ
ザ
イ

ン
(
一
八
九
五
)
し
た
チ

ャ
ー

ル
ズ
と
、
『
ル
ビ

ン
お

じ
さ

ん

の
冒

険
』
(
一
九
〇
二
)
を

自
作

し

た
W

・
ピ
ー

ス
の
活
躍

が
め

ざ

ま
し

か

っ
た
。
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
(吉
田
新

一
)

　

ロ
ビ

ン
フ

ッ
ド

　
幻
o
げ
ぎ

=
o
o
α
　
イ

ギ

リ

ス

の
伝

説
的

人

物

。

=

六

〇

～

一
二

四
七
年

ご

ろ
生
存

し

て

い
た

と

い
わ
れ

る
が
、

歴
史

的
根
拠

は
き

わ
め

て
薄

い
。

貴
族

で
あ

っ
た

が
、

ゆ
え
あ

っ
て
国
法

に
触
れ

、
無

法
者

と

し

て
シ

ャ
ー
ウ

ッ
ド

の

森

に
隠

れ
義

賊
と

な

っ
て
大
男

の
リ
ト

ル

・
ジ

ョ
ン
、
太

っ
た

和

尚

フ
ラ
イ

ア

・
タ

ッ
ク
、
知

恵
者

ウ

ィ

ル

・
ス
カ

ー

レ

ッ
ト
、

音

楽

好
き

の
色

男

ア

ラ

ン

・
ア

・
デ
ー

ル
な

ど
を
手

下
と

し

て

神

出
鬼

没

の
活
躍
を

す

る
。

一
五

世
紀

ご
ろ

か
ら

バ
ラ

ー
ド

の

主

人

公
と

し
て
イ

ギ
リ

ス
国

民
に
親

し
ま

れ

た
。

一
九
世

紀

に

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

入

っ
て
子

ど
も
部

屋

の
英

雄

に
も
な

り
、
パ
イ

ル
の
『
ロ
ビ

ン
・

フ

ッ
ド

の
ゆ
か

い
な
冒
険

』
(
一
八
八
三
)
を

は
じ

め
と
し

て
、
そ

の
物

語
は
数

多
く

出
版

さ
れ

て

い
る
。　

　

　

　

　

(三
宅
興
子
)

　

ロ

フ

テ

ィ
ン

グ

ヒ

ュ
i

国
二
σq
プ

ピ
o
h什冒
σQ

一
八

八

六

～

一
九
四
七
　

イ

ギ

リ

ス

の
児
童

文

学

作
家

。

バ
ー

ク

シ

ャ
ー

の
メ
イ
ド

ン

ヘ
ッ
ド
生

ま
れ
.

イ

ギ
リ

ス
人

と

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

人

の
血
を
受

け
た

ロ
フ
テ

ィ

ン
グ

は
、

子

ど
も

の
こ
ろ

か
ら
大

の
動

物
好
き

だ

っ
た
。
一
八
歳

の
時

、
ア
メ

リ
カ

の

マ
サ

チ

ュ
ー

セ

ッ
ツ
工
科

大
学

へ
入
学

し

、
イ

ギ
リ

ス

へ
戻

っ
て
か

ら
土
木

技
師

に
な

る
が
、

一
九

一
二
年

、
再

び
ア

メ
リ

カ

へ
渡

り
、
定

住
を

決
意

す

る
。
第

一
次

大
戦

中

は
、

イ
ギ

リ

ス
近
衛

連

隊

に

属

し
、

フ
ラ

ン
ス
や

フ
ラ

ン
ダ
ー

ス

へ
赴
き
、

そ

こ
で
傷

つ
い

た

軍
馬

が
、
手
当

て
さ
れ

る

こ
と
な

く
射

殺
さ

れ
る

の
を
見

て
、

動
物

へ
の
深

い
愛
情

と
、

戦
争

に
対
す

る
怒

り
を
感

じ
た

。
動

物

が
正

し

い
手
当

て
を
受

け

る
た

め

に
は
、
動

物

の
こ
と

ば

が

わ

か
る
医

者

が
必
要

だ

と
考

え
た

ロ
フ
テ

ィ

ン
グ

は
、
前

線

か

ら

、
手

紙
を

待

つ
息

子

と
娘

に
あ

て

て
、
動

物
好
き

の
医

者

の

絵
物

語

を
書

き
送

っ
た
。

こ
れ
ら

の
手

紙

が
ま
と

め
ら
れ

て
、

『
ド
リ

ト

ル
先

生

ア

フ
リ

カ

ゆ
き
』

(
一
九
二
〇
)
と

い
う

本

に

な

っ
た
。
こ
れ
は
大

評

判

に
な
り

、
ロ
フ
テ
ィ

ン
グ

は

つ
い
に
、

本

職

の
土
木

技
師
を

や

め

て
、
ド

リ
ト

ル
先

生
物

語
を
次

々
と

書

く

こ
と

に
な

る
。

第

二
作

目

は

『ド

リ

ト

ル
先

生
航
海

記
』

(二
二
)
、

続

い
て

『
ド

リ
ト

ル
先

生

の
郵
便

局
』

(二
三
)
、

『ド

リ
ト

ル
先
生

の
サ
ー

カ

ス
』
(
二
四
)
、

『
ド

リ
ト

ル
先
生

の
動
物

園

』
(
二
五
)
、

『ド

リ
ト

ル
先

生

の
キ

ャ
ラ

バ

ン
』
(二
六
)
、

『
ド

リ
ト

ル
先
生

と
月

か
ら

の
使

い
』
(
二
七
)
、

『
ド

リ
ト

ル
先
生

月

へ
ゆ
く

』

(二
八
)
、

『ド

リ

ト

ル
先

生

月

か
ら
帰

る
』

(三
三
)
、

『
ド

リ
ト

ル
先
生

と
秘

密

の
湖
』
(
四
八
)
、

『
ド

リ
ト

ル
先
生

と

緑

の
カ
ナ

リ
ヤ
』
(五
〇
)
、

『
ド
リ

ト

ル
先
生

の
楽

し

い
家

』
(五

二
)
が
あ

り
、
挿

絵
も

全

部
自

分

で
書

い
た
。
奇
想

天
外

な

フ

ァ

ン
タ

ジ
ー

の
世
界

に
、

子

ど
も

ば
か

り

で
な
く
大

人
ま

で
も

空

想
を
刺

激

さ
れ
、

読

ん

で

い
く
う

ち

に
、

作
者

の
戦
争

を
憎

む

心
と
、

命

と

い
う

も

の

の
貴

さ

、
生

き
と

し
生

け
る
も

の

へ
の

温
か

い
愛
情

が
伝

わ

っ
て
く

る
。
ロ
フ
テ
ィ

ン
グ

は
、
カ
リ

フ

ォ

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ロー ヘ ル

ル

ニ
ア
州

サ

ン
タ

モ

ニ
カ
で

四
七
年

、
六

一
歳

の
生
涯

を
閉

じ

　

　
　

　
　

　
　

　

た
。
我

が
国

で
も

井
伏
鱒

二

の
名
訳

で
愛

読
者

が
多

い
。

[ド

リ
ト

ル
先
生

航
海
記

]

訃
鋼
就

猷
ん
せ
い
　

搴

Q
ξ

の
9

b
8
b
o
ミ
誉

　

フ
ァ
ン

タ

ジ
ー
。

一
九

二

二

年
。

ニ

ュ
ー

ベ

リ
ー
賞

受
賞

作
品

(
一
九
二
三
)
。
靴
屋

の
息

子
ト

ミ

ー
は
、
ド

リ

ト

ル
先

生

と
と
も

に
、
偉

大
な

博
物

学
者

ロ
ン
グ

・
ア

ロ
ー

に

会

う

た
め
、
は
る

か
南
方

の
浮

き
島

ク

モ
サ

ル
島

へ
出

か
け

る
。

動

物

語
を
解

す

る
先
生

の
お

か
げ

で
、

ロ
ン
グ

・
ア

ロ
ー

は
命

を

救

わ
れ
、

浮
き
島

の
漂

流
も

止
ま

っ
た
。
動

物

に
対

す

る
愛

情

と
親

近
感

を
深

め
、
動

物
語

が

話
せ

た
ら

ど
ん

な

に
す
ば

ら

し

い
だ
ろ
う

と
、
本

気

で
思
わ

せ

る

フ

ァ
ン
タ

ジ
ー

の
傑

作
。

【参
考
文
献
】
高
杉

一
郎

『英
米
児
童
文
学
』
(
一
九
七
七
　
中
教
出
版
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
(谷
口
由
美
子
)

　

ロ
ー

ベ
ル
　

ア

ニ
タ
　
〉
巳
叶
鋤

ピ
o
げ
ユ

一
九
三
四
～
　
ポ

ー

ラ

ン
ド
生
ま

れ

の
ア

メ
リ
カ

の
女
流

絵
本

作
家

、
挿

絵

画
家
。

　

　
　

　
　

　

ネ

ア
ー

ノ

ル
ド

・
ロ
ー

ベ
ル

の
夫

人

だ

っ
た
が
、

離

婚
し

た
。

そ

の
作

品
世
界

は
処

女
作

『
の
ミ
§

げ

切
§
.醤

ス
ー

エ
ン

の
橋

』

(
一
九
六
五
)
な

ど

に
み
ら

れ

る
よ

う

に
、

民

話
的

要
素

を

背

景

に
し

て
登
場

人
物

の
ふ

る
ま

い
が
織

り
成

す
非

論

理
性

と
リ

ズ

ミ
カ

ル
な

話

の
筋

が
醸

し
出
す

ユ
ー

モ
ア
性

に
大

き
な
特

徴

が

あ

る
。
だ

が
、
戦

争

の
残

酷

さ
を

表

面

に
押

し

出

し

た

『
象

ー

ミ
ミ
鈴

ぎ

ミ
む
8

ジ

ャ
ガ

イ

モ
、

ジ

ャ
ガ
イ

モ
た

ち
』

(六
七
)

の
よ
う

な
重

厚
な

テ
ー

マ
も
見

逃

せ
な

い
。
　

　

　

(定
松

正
)

　

ロ
ー

ベ
ル

　
ア
ー

ノ

ル
ド

>
3

0
こ

ピ
o
げ
鉱

一
九

三

三
～

絵
本

作
家

、
挿

絵
画
家

。

ア

メ
リ

カ

・
ロ
サ

ン
ゼ

ル
ス
生
ま

れ
。

　
　

　
　

　
　

　
　

夫
人

の
ア

ニ
タ

・
ロ
ー

ベ

ル
も

絵
本

作
家

だ

っ
た
が
、

の
ち

に

離
婚

し
た

。

そ

の
作

品
世

界

で
は
、

織
り

込
ま

れ

て

い
る

ユ
ー

モ
ア
と

誠
実

さ

の
諸

相

が

見
逃

せ

な

い
。

『
ふ
た

り

は
と

も

だ

ち
』
(
一
九
七
〇
)
に
お
け

る
心

和

む
温

か

い
雰
囲

気

や
、
そ

れ
と

は
裏

腹

に
漂

っ
て
く

る
何

と
も

心
く

す
ぐ

る

ユ
ー

モ
ア
性

は
、

こ
の

『雨

ガ

エ
ル
と

ヒ
キ

ガ

エ
ル
』

シ
リ
ー
ズ

の
全
編

を
覆

う

要

素

と

な

っ
て

い
る
。

こ

の
要

素

は
、

韻

文

形

式

の

『
§

鳴

旨
寧
G
鳶
匙
§

6
§

鳴
G
o
ミ

§

織

O
ミ
ミ

肉
亀
越

し口
賊§

ア
イ

ス

ク

リ
ー

ム
・
コ
ー

ン
の
オ

オ

バ

ン
と
珍

し

い
小
鳥

た
ち

』
(
七

一
)

に

み
ら
れ

る
よ
う

に
、
牛

乳

ビ

ン
や
ド

ア

の
鍵

が
小
鳥

の
形

に

な

っ
て

い
く
意

外
性

に
も

表
れ

る
。

そ
し

て
、
温

か
さ

や
誠

実

さ
と

い
う

諸
相

を
支

え

て

い
る
最
大

の
要
素

は
、

こ
の
作
家

の

作
品

で
た

び
た

び
扱

わ
れ

る
友

情
と

い
う

テ
ー

マ
で
あ

る
。

人

間

に
向

け
ら

れ

る
動

物

の
愛

情

を

さ

わ

や

か

に
描

く

処

女

作

『匿

昏

o
誉

丶
・ミ
蹄
討
＼

§

。。討
＼

ミ

ス
タ

ー

・
マ

ス

タ

ー

の

動

物
園

』

(
六
二
)
な

ど

が
そ

の
例

で
あ

る
。
　

　

　

　

(定
松

正
)

　

ロ
ー

マ
神

話

頃
揚

　
菊
O
ヨ
穹

竃
旨
房

(ζ
旨
ゴ
9
0
σq
く
)

　
　

　
　

　
　

　

ロ
ー

マ
神

話
と

ギ
リ

シ

ア
神
話

は
別

個

の
物
語
群

で

は
な
く

、

そ
れ

ぞ
れ

密
接

に
関

連
し

合

い
重
な

り
あ
う

。

い
ず
れ

も
、

裙

話
と

は

い

っ
て
も
、

神

々

の
み
が
登

場
す

る

の
で
は
な

く
、

死

す

べ
き
人

間
と

全
能

の
神

々
と

の
か
か
わ

り
、
ま

た

は
人
間

そ

の
も

の
を

扱

っ
た
説

話
群

で
あ

る
。

成
立

は
無
論

ギ
リ

シ

ア

の

方

が
は
る

か

に
古

く

、
紀

元
前

八
世
紀

ま

で
さ

か

の
ぼ
る

が
、
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ロ ー り ン ク ス

政

治
的

に
ギ

リ

シ
ア
が
衰

退
し

、
時
代

が

ロ
ー

マ
に
移

っ
て
も

、

ほ

と
ん

ど

の
物

語

は
ラ

テ

ン
語

に
翻

訳
さ

れ

て

ロ
ー

マ
に
も

伝

わ

っ
た
。

ロ
ー

マ
時

代

に
入

っ
て

か
ら
新

た

に
加

わ

っ
た
説

話

や

登
場
者

も
あ

り
、

サ

タ
ー

ン
や

そ

の
孫

の
フ

ア
ウ

ナ

ス
、

戦

い
の
女
神

ベ

ロ
ー

ナ
な

ど
が

そ

の

一
例

で
あ
る
。

な

お
、

ロ
ー

マ
神

話

に

つ
い
て
も

、

ギ
リ

シ
ア
神

話
同

様
、

一
九

世
紀
半

ば

　
　

　
　

　

に
な

っ
て
ブ

ル

フ
ィ

ン
チ

の

『
空
想

の
時
代

』

に
よ

り
は
じ

め

て
全

世
界

に
広

く
紹

介
さ

れ
た

。　

　

　

　

　
　

　

(三
宅
忠
明
)

　

ロ

マ

ン

ス
　
『
o
ヨ
譽

o
Φ

文

学

用

語
。

元

来

は

中

世

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
ラ

テ

ン
語
で
書

か
れ

る
も

の
に
対
し

て
、
俗

語

の

ロ

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　

マ

ン
ス
語
で
書

か

れ
た
も

の
を

指
し

、
古

代

の
伝

説

か
ら
恋

愛

や

冒

険
を

扱

う

非

現

実
的

な

虚

構

の
物

語

に
発

展

し

て

い

っ

　
　

　
　

　

　
　

　

た
。

ロ
マ
ン
ス
が
叙

事
詩

や
宗
教

物

語
と

本
質
的

に
異

な

る

の

は
、

こ
れ

が
宗

教
的

、
政

治
的

、
教

訓
的

な
意

図
を
も

た
ず

、

純
粋

に
娯
楽

の
た

め
に

つ
く
ら

れ

る
点

で
あ
る
。

一
二
世
紀

フ

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

ラ

ン
ス
で
は
聖

者
伝

と
武
勲

詩

と

い
う

二
種

の

ロ
マ

ン
ス
が
あ

り
、

と
も

に
韻

文

で
書

か
れ
た
。

ク

レ
チ

ア

ン

・
ド

・
ト

ロ
ワ

な

ど
優

れ

た
作

家

が
出

て
『
ラ

ン
ス

ロ
ー1
聖

盃
探
究

物

語
』

『
バ

ラ
物

語
』

『
狐
物

語
』
が
書

か
れ

た
。

ト

マ
や

ベ

ル
ー

ル
の
手

に

な

っ
た

『
ト
リ

ス
タ

ン
、

イ
ズ

ー
物

語
』

は
ド
イ

ツ
、

イ
ギ

リ

ス
に
も
流

れ
、

ブ

ル
ト

ン

の
伝

説

に
材
を

得
た

『
ア

ー
サ

ー
王

物
語

』
と

と
も

に
多

く

の
人

の
愛

好

を
得

た
。

ロ
マ

ン
ス
と

い

う
語

は
後

に
、
物
語

文
学

、
小
説

を
指

す

こ
と
ば

と
も

な
る

が
、

こ

の
語

に
は
大

衆
向

け
恋
愛

物

語
と

い
う

語
感
も

あ

っ
て
、

英

語

で
は
主

に

ノ

ベ
ル
が
使

わ
れ

る
。
　
　

　

　
　

(石
沢
小
枝
子
)

　

ロ
ラ

ン

　
ロ
マ

ン

幻
9
B
巴
口

閑
o
昌
9
⇒
鎚

一
八
六
六

～

一
九

四
四
　

フ

ラ

ン
ス

の
作

家

。
公

証

人

の
子

と

し

て
ブ

ル
ゴ

ー

ニ

ュ
の
ク
ラ

ム
シ
に

生
ま

れ
、

高
等

師
範
学

校

で

は
史
学

を
専

攻
、

べ
ー
ト
ー

ヴ

エ
ン
や

ワ
ー

グ
ナ

ー

の
音
楽

、

シ

ェ
ー
ク

ス

　
　

　

　

ピ

ア
や
ト

ル
ス
ト
イ

の
作

品
、

マ
ル
ヴ

ィ
ー
ダ

・
フ

ォ

ン

・
マ

イ

セ

ン
ブ

ー

ク
や

イ

タ

リ

ア

芸

術

の
影

響

を

受

け

る
。
大

作

『
ジ

ャ
ン

・
ク
リ

ス
ト

フ
』

(
一
九
〇
四
～

一
二
)
に

お

い
て
彼

の

才
能

は
遺

憾
な
く

発

揮
さ

れ
、

偉
大

な
音

楽
家

の
心

の
う

ち

に

生
起

す

る
内
的
苦

悩

を
描

い
た

。
寛

大

で
気
高

い
精

神

の
持
ち

・王

ロ
ラ

ン
の
興

味

は
常

に
音

楽

の
天

才

に

向

け

ら

れ

『
べ
ー

ト

ー
ヴ

ェ
ン
研
究

』
(
二
九

～
四
四
)
を
著

し

、
音

楽

の
人

生

に
占

め

る
位
置

、
主

た
る
作

品

の
解

釈
を

行

っ
て

い
る
。

も
う

一
つ

の
大

作

に

『魅

せ

ら
れ

た
る
魂

』
(
二
二
⊥

二
四
)
が
あ

る
。

第

一

次
大

戦
中

、
平

和
を
愛

す

る
彼

は
多

く

の
攻
撃

的
小

冊

子
を

フ

ラ

ン
ス

・
ド
イ

ツ
に
向

け

て
発

行

し
た
。

一
九

一
六

年
、

ノ

ー

ベ
ル
文
学
賞

受
賞

、

生
涯

を
通

じ

て
美
、

平
和

、
自

由
を

追
求

し

て
や
ま

な
か

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(牧
野
文
子
)

　

ロ
ー
リ

ン

グ

ス

　

マ
ー

ジ

ョ
リ

ー

ζ

鋤
ユ
o
ユ
Φ

囚
ぎ
コ
鋤
口

菊
鋤
三

ぎ
σq
ω

一
八
九
六
～

一
九
五
三
　

ア
メ

リ
カ

の
作
家

。

フ

ロ

リ
ダ

に
住

み

つ
き

、
自

然

と
格

闘
し

て
ぎ

り
ぎ

り

の
生
活

を
営

む
人

々
の
姿
を
、

地
方

色

豊

か
に
描

き
続

け

た
。
代

表
作

『仔

鹿
物

語
』
(
一
九
三
八
)
は
、
貧

し

い
な

が

ら
も
仔

鹿
を

飼

っ
て
楽

し

い
日

々
を
送

っ
て

い
た

少
年

が
、

父
親

の
苦

闘

に
接

し

て
し
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ロ ー ン

だ

い
に
生
活

の
厳

し
さ

に
目
覚

め
、

畑
を
荒

す

仔
鹿

を
処

分
さ

せ
ら

れ
る
と

い
う
悲

劇
を

き

っ
か
け

に
大
き

く
成

長

し

て

い
く

と

い
う

、
感

動
的
な

物
語

で
あ

る
。　

　

　

　

　

　

(脇

明
子
)

　

ロ
ー

ン
　
ヴ

ァ

ン
　
く
餌
コ
ピ
o
o
コ

一
八
八
二
～

一
九
四
四

オ

ラ

ン
ダ

生
ま
れ
、
の
ち

ア

メ
リ
カ

に
渡

っ
た
作

家
。
歴

史
家

、

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト

、
イ

ラ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

と
し

て
も

活

躍
。
数

多
く

の
著
作

の
中

に
子

ど
も

の
本
も

多
く

、
中

で
も

『
人
間

の

歴
史

の
物

語
』
(
一
九
二

一
)
は
、

ロ
ー

ン
の
名

を
高

め

、
世
界
各

国

で
翻
訳

さ
れ

て

い
る
。

幼
少

時
よ

り
過

去

の
世
界

を

探
求
す

る

こ
と

に
興
味
を

も
ち

、
歴
史

文
学

へ
の
第

一
歩

は
そ

の
こ
ろ

す

で
に

は
じ
め
ら

れ

て

い
た
。

こ
れ

は
単

に
歴

史
的

事

実

の
羅

列

に
終
わ

る

こ
と
な
く

、
人
間

の
歴

史

と
世
界

を

生
き

生
き

と

提
示

し
た

最
初

の
子
ど

も

の
た
め

の
歴
史

書

と
な

り
、

第

一
回

ニ
ュ
ー

ベ
リ
ー
賞

受
賞

に
輝

い
た
。

ま

た

こ
の
本

は
歴

史
書

と

し

て
新
し

い
ペ
ー

ジ
を

子
ど

も

の
本

の
世

界

に
開

い
た

ば

か
り

で
な

く
、

子
ど
も

に
文

学

が
も
た

ら
す
意

味
を

問

い
、

ア

メ
リ

カ

に
お

け
る
創
造

性
豊

か
な

新
し

い
子

ど
も

の
文
学

の
第

一
歩

を
も

踏

み
出
さ

せ
る
も

の
と

な

っ
た
。

ほ
か

に

『
聖
書

物
語

』

(
二
三
)
が
我
が
国

で
は

よ
く
知

ら
れ

て

い
る
。
　

　

(島

式
子
)

　

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
　

ヘ
ン
リ

ー
　

ワ
ー

ズ

ワ
ー

ス
　

=
Φ
コ
亳

亳

巴

ω
≦
o
「
毎

ピ
8

σQ
hΦ
=
o
芝

一
八
〇
七
～
八
ニ
　

ア

メ
リ

カ

の

詩

人
。
大

学
卒

業
後
、

欧
州

へ
留
学

、

帰
国

し

て

ハ
ー

バ
ー
ド

大
学

の
教

授

と
な
り
、

詩
集

を
出

版
し

た
。

ド
イ

ツ
の

ロ
マ
ン

派

詩
人

の
影
響

を
受

け
、
教

訓
的
要

素

に
富

む
抒
情

詩

や
叙

事

詩

『
エ
ヴ

ァ

ン
ジ

ェ
リ

ン
』
(
一
八
四
七
)
は
、

日
本

で
も

広
く

愛

唱
さ

れ
た

。
代

表
作

『
ハ
イ

ヤ

ワ
ー
サ

の
歌
』
(
五
五
)
は
、
主

人

公

が
岩
も

砕

け
る
手

袋
を

は
め

、
魔
法

の
靴

を

は

い
て
、

父
親

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

の
西

風

に
復
讐

す

る
と

い
う

物

語
詩
。
　
　

　
　

　

(田
中
瑞
枝
)

　

ロ

ン
ゲ

ン
　

ビ

ョ
ル
ン
　

しu
宣
ヨ

菊
o
口
ひq
Φ
コ

一
九
〇
六
～

ノ

ル
ウ

ェ
ー

の
作
家

、
児
童

文
学

作
家

。
首

都

の
大
学

で
勉

強

す

る
貧

し

い
田
舎

出

身

の
神
学

生

を

扱

っ
た

『
§

恕
§
8
討
丶

二

つ
の
学

期
』
(
一
九
三
四
)
で
登
場

し
た

が
、

一
九
五

〇
年
代

に

な

っ
て
多

く

の
児
童

文
学

を
書

き

は
じ
め

た
。

野
生

の
熊

に
さ

ら

わ
れ

て
育

て
ら

れ
る
少

女
を

描

い
た

『毎
§
ミ

ミ

N§

§
§

討

野
性

の
少
女

ア

ン
ネ

』
(五
六
)
や
、
よ

そ
者

に
対
す

る
村

人

の
冷

た

い
目
を

扱

っ
た

『
⑦
ミ
ミ
§

誉

＼
ミ

ミ

人

生

の

ス
ラ

ロ
ー

ム
』

(六

一
)
や

、
ど

ん
な
苦

し

み
に
も

負
け

ず

に
生

き
抜

こ
う

と
す

る
強
い
意
志
を
描
い
た

『き
§

ミ
偽
§
暮

暮

ミ
氷
の
山
で

の
五

日
間
』
(
五
九
)
な

ど

で
有

名
。
現
代

児
童

文
学

を
代

表

す

る

作
家

。　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

(山
口
卓
文
)

　

ロ
ン
ド

ン
　

ジ

ャ

ッ
ク

冒

o
評

い
o
巳

8

一
八
七
六
～

一
九

一
六
　

ア
メ

リ
カ

の
短

編
作

家
。

サ

ン
フ
ラ

ン
シ

ス

コ
に

生
ま

れ

、
放

縦
な

少
年
時

代
を

過

ご
し

た
後
、

カ
リ

フ
ォ

ル

ニ
ア
大

学

に
進
学

。

在
学
中

に
、

ク

ロ
ン
ダ

イ
ク

川

の
金
鉱

の
発

掘
を

め

ざ
す

ゴ

ー

ル
ド

ラ

ッ
シ

ュ
に
参
加

し
、

そ

の
経
験

を
も

と

に

し

て
作

家
と

な
る
。

処
女

作

『
オ

オ
カ

ミ
の
む
す

ご
』
(
一
九
〇

〇
)
で

一
躍
有
名

と
な

り
、
短

い
作

家
人

生

の
問

に
、
五
〇

冊

に

の
ぼ

る
作

品
を
残

し
た
。

代
表

作

で
あ

る
動

物

文
学

『野

性

の

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ワイ ル ター

呼

び
声
』
(〇
三
)
と

『白

い
牙
』
(〇
五
)
は
高
学
年

の
児
童

に
も

愛
読

さ

れ
て

い
る
。

『
野
性

の
呼

び
声

』
は
カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
の

判
事

邸

で
飼

わ
れ

て

い
た

バ

ッ
ク

が
、

北
方
労

役
犬

と
し

て
売

ら

れ
、
橇

犬

と
し

て

の
厳
し

い
労
働

と
疲

労

の
日

々
を
送

る
う

ち

に
、
そ

の
中

に
眠

っ
て

い
た

野
性

の
本

能

が
呼

び
覚

ま
さ

れ
、

つ

い
に
は

狼

の
群

れ

に
身

を
投

じ

る
姿

を

描

い
た

も

の

で
あ

る
。
他

方
、

『
白

い
牙
』
で

は
野
性

の
狼

と
犬

の
混
血

で
あ

る
ホ

ワ
イ

ト

・
フ

ァ

ン
グ

が
、

バ

ッ
ク

と

は
逆

に
、
人
間

に
飼

わ
れ

る

こ
と

に
よ

っ
て
し
だ

い
に
狼

か
ら
犬

化

し
て

い
く

姿

が
描

か

れ

て

い
る
。
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

(桂

宥
子
)

ワ

　

ワ
イ

ズ

ガ

ー
ド

　

レ

ナ
ー
ド

い
Φ
o
コ
9。
a

亳

蝕
ωσq
費

〇

一
九

一
六
～
　

ア

メ
リ

カ

の
画

家
、

イ

ラ

ス
ト

レ
ー

タ
ー
。

プ

ラ

ッ

ト

・
イ

ン
ス
テ

ィ
テ

ユ
ー

ト

に
二
年

在
学

し

て
退
学
、

商
業
美

術
、

ダ

ン
ス
修
業

の

の
ち

、
児
童

書

の
創

作
、
イ

ラ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
に
転
じ

、
多
彩

な

画
材

、
技

術
を

駆
使

し
、
多

く

の
優

れ

た
作
品

を
生

む
。

『
搴

Q
ト
ミ
隷

厨
ミ
§
織

小

さ

い
島

』
(
一
九

四
七
)
で

コ
ー

ル
デ

コ

ッ
ト
賞

受

賞
。
『
ミ
8
頴

§
§
ひ
む
黜

§
冴

ピ
ー

サ
ブ

ル
氏

絵
を

描
く

』
(五
六
)
の
原

画

は
、
ソ
ビ

エ
ト

、
中

近
東

諸
国

に

て
巡
回

展
示

さ
れ

た
。
　
　

　

　

　
　

(渡
辺
茂
男
)

　

ワ
イ

ル
ダ

ー

　

ロ
ー

ラ
　
イ

ン
ガ

ル

ス

ピ
四
貰
四

ぎ
ひq
餌
=
ω

芝

ま

臼

一
八
六
七
～

一
九
五
七
　

ア

メ
リ
カ

の
作

家
。

ウ

ィ

ス

コ
ン
シ

ン
州

の
開
拓

農
民

の
娘

と

し
て
生

ま
れ
、

子

ど
も
時

代

は
幌
馬

車

で
中

西
部

一
帯

を
渡

り
歩

く
生

活
を
送

っ
た
。

一
八

歳

で
結
婚

し

て
か
ら

は

ミ
ズ

ー
リ
州

に
落

ち

つ
き

、
や

が

て
自

ら

の
少
女
時

代

、
娘

時
代

の
思

い
出

を
も

と

に
し
た
物

語
を

書

き
は

じ
め

る
。

「
小
さ

な
家

」
シ
リ

ー
ズ

が
そ
れ

で
あ

る
。

第

一

作

目

『人

き
な

森

の
小
さ

な
家

』
(
一
九
三
二
)
は

ウ

ィ
ス

コ
ン
シ

ン
の
森

の
中

の
幼
年

時
代

を
活

写

し
た
も

の
で
、

簡
潔

な
語

り

口
な

が
ら
当

時

の
開

拓
民

の
生

活

ぶ
り
を
微

細

に
描
写

し
、

作

者
自

ら

の
像

を

ロ
ー

ラ
と

名

づ
け

て
、
厳

し

い
自

然
と

闘

い
な

が
ら

一
家
を

支

え

て

い
く

両
親

の
姿

を
通

し

て
成

長
す

る
主

人

公

の
あ

り

さ
ま

に
焦

点
を

当

て
て

い
る
。

二
作

目

の

『大

草

原

の
小

さ
な
家

』
(
三
五

)
に
な

っ
て
、
一
家

の
移

住

生
活

が
は
じ

ま

る
。
森

を
抜

け

川
を

渡

る
幾
多

の
苦

難

の
模

様

は
、
作

者

の
現

実

の
体
験
を

背

景

に
し

て

い
る
。

そ
れ
は

『
プ

ラ

ム

・
ク
リ

ー

ク

の
土
手

で
』

(三
七
)
と

い
う

三
作
目

で
も

如
実

に
描

か
れ

て

い
る
。
ロ
ー
ラ

の
姉

メ
ア

リ
ー

に
襲

い
か

か
る
悲

運
を
描

く

『
シ

ル
バ
ー

・
レ
イ

ク

の
岸

辺

で
』
(三
九
)
、
吹

雪
に
さ

ら
さ

れ
る

一

家

を

写
実
的

に
描
く

『
長

い
冬
』
(
四
〇
)
な

ど
は
物

語
作
家

と

し

て

の
ワ
イ

ル
ダ

ー

の
資

質

が

み
ご
と

に
出

た
作

品
。
『大

草
原

の
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